


　当中間期のわが国経済は、企業収益の改善、設

備投資の増加、欧米･アジアの景気を背景にした

堅調な輸出などに支えられ、緩やかな回復基調で

推移しました。しかし、原油や原材料価格の高騰、

米国自動車メーカーの業績不振などが続いており、

景気の先行きが懸念されております。

　このような情勢のもとで、当社グループは積極

的な販売活動を進めるとともに、ユーザーニーズ

をとらえた新商品の開発、原価低減や経費削減、

業務の効率化など、諸施策を実行してまいりました。

その結果、当中間期は連結、単独とも前中間期に

比べて増収、増益となりました。

　連結売上高は、ダイカスト事業が国内自動車メー

カー向けが堅調だったこと、印刷機器事業が中型

印刷機を中心に販売を伸ばしたこと、住建機器事

業がパワーツール、建築用品の国内販売を伸ばし

たことなどから、全事業とも増収となり、２期連

続の増収でした。単独売上高もダイカスト、印刷

機器、パワーツール、建築用品の各分野で伸ばし、

３期連続の増収となりました。

　利益については、売上高の増加、原価低減の取

り組みなどにより、営業利益は連結が４期連続の増

益、単独は３期連続の増益、経常利益は連結、単独

とも４期連続の増益、中間純利益は連結、単独とも

２期ぶりの増益となりました。連結の経常利益及び

単独の営業利益、経常利益は過去最高額でした。

経営方針

業績の概況
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　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄

のこととお慶び申しあげます。平素は格別のご高

配を賜り、厚くお礼申しあげますとともに、今後

とも末永くご愛顧をいただきますようお願い申し

あげます。

　第94期(平成18年3月期)中間報告書をお届けする

にあたり、経営施策及び業績の概況等についてご報

告申しあげます。

　

　当社グループは「技術と信頼と挑戦で、健全で活力

にみちた企業を築く。」を企業理念に、お客様や社会の

ニーズに応え、独創的で高品質な商品やサービスを創

造し、提供することにより、かけがえのない存在になるこ

とを目指しております。将来へ向けて成長･発展し続け

るために、また、株主の皆様に安定した配当を継続して

お届けするために、競争力強化、収益力向上の取り組

みを一層強力に推進してまいります。

また、企業が社会から求められる要件は多様化

し、業績の向上はもとより、様々な社会的責任を

果たすことなど、いろいろな側面に及んでいると

認識しております。企業理念に基づき、持続的な

価値創造と、よりよい社会の実現を目指して社会

的責任を果たしていくことは当社グループ共通の

経営の基本であります。積極的な情報開示、コン

プライアンス、リスク管理、社会貢献活動などに

おいて、当社にあったコーポレート・ガバナンス

を確立してまいります。

ごあいさつごあいさつ



代表取締役会長 代表取締役社長

平成17年12月

通期の見通し
　世界的な石油価格の高騰や原材料価格の値上が

り、米国の経済動向、為替の変動など、いろいろ

な懸念材料があります。

　当社グループとしましては、商品開発力、製造力、

販売力を高めるとともに、さらなるコストダウン

や生産性向上の取り組みを一層徹底して、競争力

の強化、収益力の向上をはかってまいります。

　現時点における通期の業績見通しは、連結、単

独とも前期比増収・増益を見込んでおります。売

上高はダイカスト、印刷機器、住建機器の全事業

で伸ばし、利益については売上高の増加などによ

り増益となる見通しであります。連結、単独の営

業利益、経常利益は過去最高額を更新する見通し

であります。

2,926（　76.6%増）

（単位：百万円） （単位：百万円）

　連結（前中間期比）　　　　　単独（前中間期比）　

売 上 高

営業利益

経常利益

中間純利益

　82,734　（ 6.9%増）

国内　58,470　（ 6.0%増）
海外 24,264　（ 9.1%増）

　6,321（ 32.2%増）

　6,571　（ 27.8%増）
4,057（ 44.6%増）

59,462　（ 12.1%増）

国内 46,629　（ 7.9%増）
輸出 12,833　（ 30.9%増）

4,387　（ 77.1%増）

4,936　（ 64.2%増）

連結（前期比）　　　　　　 単独（前期比）

売 上 高

営業利益

経常利益

当期純利益

168,500（ 6.7%増）

12,900（19.1%増）

　13,000（15.0%増）

124,000　（ 10.3%増）

9,900（ 42.6%増）

　10,800（ 36.6%増）

　7,700（17.0%増） 　6,400（ 42.1%増）

　以上のとおりご報告申しあげますとともに、株

主の皆様には引き続きご理解とご支援を賜ります

ようお願い申しあげます。

　　　　　　　　

　なお、当期の配当につきましては、平成17年5月

13日付で発表しましたように､中間期では行わず、

期末配当としてまとめて行う予定にしております。
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＜中間期業績＞ ＜通期業績見通し＞



























■株式事務についてのご案内

決 算 期

配 当 期
　

定時株主総会

基 準 日

公 告 の 方 法

3月31日

利益配当金支払株主確定関係／3月31日
中間配当金支払株主確定関係／9月30日

6月中

3月31日
その他必要がある場合は､あらかじめ公告
　いたします｡

電子公告「http://www.ryobi-group.co.jp/」

■

■

■

■

■

同事務取扱場所
　

郵便物送付先
及び電話照会先

同 取 次 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号　
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-707-696（フリーダイヤル）

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店
野村證券株式会社全国本支店　

■

■

■

名義書換代理人
　

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■

リョービホームページでは、IRや商品
等の最新情報に加えて、事業内容等
を映像（動画）で紹介しています。
ぜひご覧ください。
http://www.ryobi-group.co.jp/

※本事業報告書の印刷用紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用して
　います。印刷インクには「大豆インキ」を使用することにより、石油系
　溶剤の使用量を減らし、VOC（揮発性有機化合物）が少なく、鉛・水・
　銀・カドミウムなど重金属類は使用していません。


